
第68回通常総代会・第8回組合員代表者会議の様子②
議案審議

第68回通常総代会・第8回組合員代表者会議の様子①
宮崎県共済生活協同組合 中原理事長　挨拶

　

二
〇
二
五
年
七
月
三
十
日（
水
）、
宮
崎
観
光
ホ
テ

ル
に
お
い
て
、
宮
崎
県
共
済
生
活
協
同
組
合
第
六
八

回
通
常
総
代
会
お
よ
び
こ
く
み
ん
共
済 

c
o
o
p
宮

崎
推
進
本
部
第
八
回
組
合
員
代
表
者
会
議
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
代
会
は
、
大
村
謙
司
副
理
事
長
が
総
代
出

席
の
資
格
審
査
報
告（
総
代
総
数
一
五
五
名
中
、
本
人

出
席
九
〇
名
、書
面
議
決
六
一
名
、委
任
状
出
席
一
名
）

お
よ
び
通
常
総
代
会
の
成
立
宣
言
を
お
こ
な
い
、
議

長
団
に
東
郷 

育
代
総
代（
住
友
ゴ
ム
労
働
組
合
宮
崎

支
部
）、
嘉
村 

賢
太
朗
総
代（
ミ
ネ
ベ
ア 

ア
ク
セ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
労
働
組
合
）
を
選
出
し
、
議
事

が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
原
和
雄
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
連
合
宮
崎
＝

吉
岡
英
明
会
長
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
今
泉
信
一
郎
専
務
理
事
よ
り
、
二
〇
二

四
年
度
活
動
報
告
な
ら
び
に
二
〇
二
五
年
度
活
動
計

画
な
ど
の
提
案
を
お
こ
な
い
、
満
場
一
致
で
全
議
案

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開催

2024年度給付実績（2025年5月末）

4,712,941,345円　　　　 3,393,418,597円　　　　 1,319,522,748円

2024年度給付実績 2023年度給付実績 前年度比較

● 2025年度事業目標 ●

2026年5月末　到達目標口数

51,045,374口

2024年度事業状況ならびに2025年度事業目標

2025年度の役員体制（宮崎県共済生活協同組合の役員は、こくみん共済 coop宮崎推進本部の役員を兼任）

役　職 氏　名 出身団体名
旭化成労働組合

宮崎県職員労働組合

全国労働者共済生活協同組合連合会

日向製錬所労働組合

旭有機材労働組合

南日本酪農労働組合

九州労働金庫宮崎県本部

生活協同組合コープみやざき

旭化成労働組合

住友ゴム労働組合宮崎支部

ヤマエ労働組合

UAゼンセン宮崎県支部

小林市役所職員労働組合

延岡市役所職員労働組合

役　職 氏　名 出身団体名
九州電力労働組合宮崎支部

王子製紙新労働組合日南支部

連合宮崎

宮崎交通労働組合

全日通労働組合宮崎県エリア支部

宮崎トヨタグループ労働組合

宮崎ガス労働組合

JP労組宮崎連絡協議会

全センコー労働組合延岡支部

宮崎市役所職員労働組合

ミネベア アクセスソリューションズ労働組合

清本鉄工延岡労働組合

宮崎県労働者福祉団体中央会

自治労宮崎県本部

中原　和雄
大村　謙司
今泉　信一郎
浅利　政広
石井　彰人
鬼束　賢一
甲斐　哲
甲斐　大策
金丸　優
上笹貫   潤
上西　伸一郎
川崎　哲伸
河畑　健一
興梠　健治

坂元　義孝
佐原　正訓
白﨑　洋一
髙橋　章治
武井　大幸
土居　和也
野﨑　一俊
原口　大夢
日吉　光幸
松元　卓耶
山口　慶太
大久保　拓
假野　耕司
重黒木　康恵

理事長

副理事長

専務理事

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

理事

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

監事長

監事

〃

2024年度加入状況（2025年5月末）

2024年5月実績 2025年5月目標 2025年5月実績 2024年度純増合計 2024年度増加率純増目標

50,405,298口　　 50,247,528口　　　161,915口　　　　50,883,459口　　　  478,161口　　　　　 0.94％

※受託事業を含みます。

宮崎県共済生活協同組合 第68回 通常総代会
こくみん共済 coop 宮崎推進本部 第 8 回 組合員代表者会議

労働者福祉
み や ざ き の 勤 労 者 の
　 　 福 祉 向 上 を 目 指 す 広 報 誌

一般社団法人
宮崎県労働者福祉団体中央会
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２
０
２
５
年
度 

労
金
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
連
合
宮
崎
・
中
央
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

２
０
２
５
年
度 

労
金
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
・
連
合
宮
崎
・
中
央
会

合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
!!

　

研
修
会
は
、
冒
頭
、
中
原
中
央
会
会
長
の
挨
拶

の
後
、①「
労
働
金
庫
研
修
会
」、②

「
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研
修

会
」、③「
税
務
研
修
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
①
労
働
金
庫
研
修
会
で
は
、
九
州
労
金
宮
崎
県

本
部
伊
東
課
長
に
よ
る「
働
く
仲
間
の
お
金
の
こ

と
！
〜
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
の
向
上
に
向
け
て
〜
」
と

題
し
、
冒
頭
、
最
近
の
物
価
高
に
よ
り
家
計
が
苦

し
く
な
り
消
費
者
ロ
ー
ン
の
残
高
が
11
年
ぶ
り
に

高
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
若
年
層
が
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
借
り
入
れ
を
増
や
し
て
お
り
、Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ク
レ
ジ
ッ
ト
や
メ
ル
ペ
イ
な
ど
の
新
興
勢

に
伸
び
が
目
立
っ
て
い
る
こ
と
や
、
労
働
金
庫
を

装
っ
た
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
サ
イ
ト
・
不
審
メ
ー
ル
へ

の
注
意
喚
起
が
促
さ
れ
ま
し
た
。
本
題
で
は
、ⅰ
．

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
描
く
こ
と
の
重
要
性
、ⅱ
．
お
金

を
借
り
る
際
の
注
意
点
、ⅲ
．
一
番
身
近
な
相
談
先

《
ろ
う
き
ん
》に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
中
で
、

3
0
0
万
円
を
借
り
月
々
4
万
円
返
済
す
る
場
合

の
金
利
の
違
い
と
返
済
期
間
の
違
い
に
よ
る
総
支

払
額
の
事
例
を
ク
イ
ズ
形
式
で
出
題
す
る
な
ど
分

か
り
や
す
い
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
職
場
の
中
で

「
相
談
体
制
の
構
築
」「
教
育
機
会
の
充
実
」「
金
融

環
境
の
把
握
」

を
お
願
い
し
、

そ
こ
に
は
必
ず

身
近
な
相
談
先

と
し
て「
ろ
う
き
ん
」
が
あ
り
、
是
非
活
用
し
て
ほ

し
い
と
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
物
価
変
動
と
ロ
ー
ン
に
関
す
る
ク
イ
ズ
で
、

実
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
実
感
が
わ
い
た
。」

「
思
っ
た
よ
り
、
多
く
の
人
が
ロ
ー
ン
を
利
用

し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
お
金
に
困
っ
た

組
合
員
は
、す
ぐ
に
労
金
に
つ
な
ぎ
た
い
。」「
金

利
別
の
返
済
額
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
金
利

何
％
で
高
い
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
実
際
い
く

ら
に
な
る
か
を
計
算
す
る
と
差
に
驚
い
た
。
今

後
利
用
す
る
際
の
注
意
点
と
し
て
利
用
し
た

い
。」「
一
番
身
近
な
相
談
者
に
な
っ
て
く
れ
る

と
い
う
こ
と
が
伝
わ
っ
た
。」

　

②
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研
修
会
で
は
、
宮

崎
支
所
・
二
宮
職
員
に
よ
る「
自
然
災
害
へ
の
備
え

と
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
の
役
割
」
と
題
し
て
、

最
初
に
実
際
に
石
川
県
で
活
動
さ
れ
た
方
の
動
画

が
上
映
さ
れ
、
災
害
に
備
え
た
共
済
制
度
の
必
要

性
に
つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
崎

県
に
お
け
る
住
宅
に
関
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

2
0
2
5
年
1
月
と
2
0
2
4
年
8
月
の
日
向
灘

を
中
心
と
す
る
地
震
の
震
度
の
違
い
に
よ
る
被
害

状
況
の
報
告
、
さ
ら
に
政
府
の
地
震
調
査
研
究
推

進
本
部
が
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
30
年
以
内
に

80
％
の
確
率
で
発
生
す
る
と
予
想
さ
れ
と
発
表
し

て
い
る
と
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
こ
く
み
ん
共
済

c
o
o
p
の
防

災
・
減
災
に
関

す
る
様
々
な
取

り
組
み
の
報
告

と
併
せ
て
、
住
ま
い
る
共
済
の
現
在
の
制
度
改
定

に
至
る
ま
で
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
、
詳
し
い
制

度
内
容
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
実
際
に
あ
っ
た
被
災
者
の
動
画
を
見
せ
て

い
た
だ
き
、
組
合
員
さ
ん
の
た
め
に
一
生
懸
命

し
て
い
る
姿
を
見
て
、
私
も
そ
う
い
う
人
に
な

れ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。」「
こ
こ
数
年
、

自
然
災
害
が
立
て
続
け
に
起
き
て
い
る
の
で
、

日
頃
の
備
え
を
改
め
て
見
直
し
を
し
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。（
防
災
品
や
保
険
の
保
障
内
容
も

含
め
て
）」「
近
年
の
災
害
に
よ
る
支
払
い
状
況

が
参
考
に
な
っ
た
。」「
こ
こ
数
年
、
自
然
災
害

が
立
て
続
け
に
起
き
て
い
る
の
で
、
日
頃
の
備

え
を
改
め
て
見
直
し
を
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。（
防
災
品
や
保
険
の
保
障
内
容
も
含
め

て
）」「
様
々
な
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
の
取

り
組
み
が
効
け
て
良
か
っ
た
。
ま
た
、
住
ま
い

る
共
済
に
つ
い
て
も
、
今
後
検
討
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
。」「
宮
崎
は
地
震
が
多
い
地
域
で
あ

る
た
め
、
改
め
て
火
災
保
険
や
共
済
の
見
直
し

の
必
要
性
を
感
じ
る
内
容
で
し
た
。」

　

③
税
務
研
修
会
で
は
、
中
央

労
福
協
主
催
の
公
益
法
人
制
度

情
報
交
換
会
や
各
県
の
労
福
協

や
労
働
組
合
に
お
い
て
、
組
合

会
計
や
監
査
等
の
税
務
に
か
か

る
研
修
講
師
と
し
て
ご
活
躍
中

で
あ
る
千
葉
県
税
理
士
会
所
属

の
小
倉
秀
夫
税
理
士
を
講
師
と

し
て
、「
労
働
組
合
等
の
会
計
税

務
に
係
る
実
務
」
と
題
し
、
労

働
組
合
の
会
計
と
監
査
で
は
、

会
計
の
目
的
や
会
計
基
準
、
監

査
の
目
的
と
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の
活
用
等
に
つ
い

て
、
労
働
組
合
に
関
わ
る
税
務
で
は
、
税
務
の
概

要
、
源
泉
徴
収
税
、
確
定
申
告
等
の
説
明
が
さ
れ

ま
し
た
。

■
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト

　
「
身
近
な
例
に
し
て
く
れ
た
の
で
、
わ
か
り

や
す
か
っ
た
」「
効
き
や
す
い
声
で
、
話
し
の

例
え
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。
も
う
一

度
、
職
場
の
規
程
等
を
確
認
し
て
、
課
税
対
象

で
な
い
か
ど
う
か
を
意
識
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。」「
行
動
費
が
課
税
の
対
象
に
な
る
の

か
ど
う
か
、
詳
し
い
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
で
す
。
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。」

「
昨
年
、
途
中
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
て
残
念
で

し
た
の
で
、し
っ
か
り
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

2
回
目
な
の
で
、
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
多
く
、
再
確
認
で
き
ま
し
た
。」「
組
合
の

会
計
実
務
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
手
続
き
が
で

き
て
い
る
か
確
認
が
必
要
と
考
え
る
機
会
と

な
っ
た
。」「
普
段
、
専
門
の
方
の
お
話
を
伺
う

こ
と
が
な
か
な
か
な
い
た
め
、
大
変
貴
重
な
機

会
で
し
た
。」

　

最
後
に
、「
今
回
、
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
し
な
け
れ
ば
知
り
え
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
。」「
労
金
さ
ん

の
返
済
期
間
、
元
金
の
減
り
方
の
ク
イ
ズ
が
面
白

か
っ
た
で
す
。
若
手
が
多
く
、
お
金
の
使
い
方
に

不
安
な
組
合
員
が
い
ま
す
の
で
、
あ
の
パ
ワ
ポ
を

そ
の
ま
ま
う
ち
の
組
合
員
に
、
労
金
さ
ん
か
ら
セ

ミ
ナ
ー
し
て
欲
し
い
で
す
。」「
税
務
研
修
会
の
時

間
が
足
り
な
か
っ
た
で
す
。
周
り
に
聞
く
機
会
が

な
か
っ
た
の
で
、
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
し
た
。」

「
労
働
組
合
の
税
に
係
る
話
は
な
か
な
か
聞
く
機

会
が
な
い
の
で
、
こ
う
い
っ
た
場
を
設
け
て
い
た

だ
け
る
の
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。
毎
年
開

催
し
て
ほ
し
い
で
す
。」
と
す
る
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
各
組
合
の
生
活
設
計
や

福
利
厚
生
、
ま
た
財
政
の
管
理
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
一
定
程
度
の
醸
成
が
図
ら
れ
た
と
考
え
ま

す
。
今
後
も
合
同
研
修
会
を
引
き
続
き
開
催
し
て

い
く
こ
と
と
し
ま
す
。

　
2
0
2
5
年
8
月
8
日（
金
）、
宮
崎
市
の
ニ
ュ
ー
ウ
エ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎
に
お
い
て
、
2
0
2
5
年
度
の

九
州
労
働
金
庫
宮
崎
県
本
部
・
こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
宮
崎
推
進
本
部
・
連
合
宮
崎
・
宮
崎
県
労
働
者

福
祉
団
体
中
央
会
共
催
の
合
同
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
研
修
会
は
、
会
員
や
組
合
員
の
暮
ら
し
と
生
活（
時
間
・
お
金
・
習
慣
・
利
便
性
・
安
全
性
等
）
を
守

り
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
労
働
者
福
祉
運
動
の
役
割
を
学
び
、
と
も
に
運
動
の
主
体
と
し
て
利
用
促
進
を

図
る
こ
と
を
め
ざ
す
こ
と
、
ま
た
、
社
会
に
在
す
る
組
織
と
し
て
、
今
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
が
必
然
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
組
合
や
法
人
に
お
け
る
手
当
支
給
や
事
業
に
か

か
る
税
務
処
理
等
、
税
制
改
正
を
踏
ま
え
た
適
正
な
会
計
処
理
へ
の
支
援
と
し
て
、
税
務
研
修
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
設
け
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

中原会長

甲斐本部長

伊東課長

中原本部長小倉税理士

二宮職員

合同研修会の様子

労
働
金
庫
研
修
会

労
働
金
庫
研
修
会

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研
修
会

こ
く
み
ん
共
済
c
o
o
p
研
修
会

税
務
研
修
会

税
務
研
修
会
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戦後80年 語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で
恒久平和を実現しよう

戦後80年 語り継ぐ戦争の実相と運動の継続で
恒久平和を実現しよう

　連合は、平和で安定した社会・くらしの実現をめざしていくために、平和行動in沖縄・広島・長崎・根
室を実施しており、連合宮崎は6月23日（月）～25日（水）の平和行動in沖縄へ10名、8月5日（火）～6日（水）
の平和行動in広島へ10名、8月8日（金）～10日（日）の平和行動in長崎へ10名を派遣しました。
　平和行動in沖縄では、那覇文化芸術劇場なはーとで開催された「2025平和オキナワ集会」と「米軍基地
の整理・縮小と日米地位協定の抜本的見直しを求める集会デモ」へ参加しました。また、ひめゆりの塔や
沖縄平和祈念公園等を訪れ、沖縄戦で何が行われたのかを五感を通して感じました。
　平和行動in広島では、「連合2025平和ヒロシマ集会」「連合・原爆死亡者慰霊式」、平和行動in長崎では「連
合2025平和ナガサキ集会」へ参加し、原爆にて犠牲になられた多くの方々のご冥福を祈りました。また、
ピースウォークに参加し、原爆の爪痕を目の当たりにしました。戦後80年、被爆された方は高年齢化し、
当時の記憶を直接聞ける機会は少なくなっていきます。
　各平和行動へ参加した参加者からは、「自分で実際に見聞きし、戦争の悲惨さを改めて実感した。」「戦
争の悲惨さを後世に伝え、二度とおこしてはいけない。」等の感想が聞かれました。

沖縄

広島

長崎

平和オキナワ集会 沖縄「日向の塔」への献花

平和ヒロシマ集会 原爆ドーム前

平
和
ナ
ガ
サ
キ
集
会 長崎平和記念像前
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　2025年8月22日（金）～23日（土）にかけて、長崎市
ホテルセントヒル長崎において、2025年度第11回「リー
ダー養成講座（略称）」が開催され、宮崎からは7名で参加
しました。今講座については、労働者福祉南部ブロック協
議会を構成する各県労働者福祉協議会と連携し、これまで
培われてきた運動とその成果を踏まえ、新しい労働者福祉
運動の構築に向けて、労働運動・労働者福祉運動の理念・
歴史を伝承する者（講師・リーダー）として、職場・地域
において、リーダーシップを発揮して労働者福祉運動を牽
引するとともに、新たな創造を担うリーダーを育成するこ
と、そして参加者の交流と融和を図ることを目的に開催さ
れています。
　冒頭、南部ブロック・高藤
会長の挨拶の後、一日目の講
演に移り、長崎県男女共同参
画推進センター・宮﨑直子所
長と岩倉直子職員より、「災
害対応力を強化する男女共同参画の視点」と題して、ワー
クショップ・講演がありました。ワークショップでは、あ
らかじめ各県単位のグループに分けられていましたが、県
単位ではあったものの参加者同士が初めて顔合わせすると
いうこともあり、自己紹介に始まり、避難する時に何をもっ
ていくかを一人ひとりが決め、なぜ選んだのかをグループ
の中で発表する場面や、避難所の就寝場所・更衣室・洗濯
物干場・物品管理・トイレなどの場所をみんなで話し合っ
て決定するなどを行った後、講師より、能登・熊本の被災
事例から、災害が起こった時の留意事項について学びしま
した。その中で、2020年5月に内閣府男女共同参画室か
ら示されている「災害対応力を強化する女性の視点！～男
女共同参画の視点からの防災・復興ガイドライン～」で、
意思決定の場に参画する女性の比率を上げることが被災者

のニーズに対応するために重要であることが
話されました。
　報告では、九州ろうきん福祉金融推進課・
松永副課長より、労働者福祉協議会と連携し
た奨学金問題に対する取り組みとして、借り
換え専用ローン「つなぐ」を商品開発してきた経過と奨学
金の借り入れ状況等の報告がありました。
　二日目は、沖縄ろうきん経営統括部経営企画課・玉城こ
のみ職員により、他の金融機関にはない地域推進委員会の
取り組みとして「共生社会づくり支援制度」についての事
例紹介、こくみん共済coop九州統括本部・地域推進統括
課・宮﨑課長からは、「こくみん共済coopの成り立ちと
労働者自主福祉運動」「共済運動が果たす役割」「こくみん
共済coopの『社会課題』の解決に向けた取り組み」の報告
があり、中でも、阪神・淡路大震災の後、「自然災害に対
する国民的保障制度を求める国民会議」が発足し署名活動
などを展開した結果、「被災者生活再建支援法」が成立し
た経過の「社会課題」に対する取り組み等の報告がありま
した。また講演として、「高校生平和大使の歴史と今後」
について、平和活動支援センター所長の平野伸人氏より、
原爆の被害について実母の被
害写真の紹介や、高校生平和
大使が誕生した経過について
講演を受けました。その後、
2名の高校生平和大使が紹介
され、1万人署名活動や小学
校へ平和教育を実施していることなどの取り組
みが発表されました。
　最後に、南部ブロック協議会の本村幹事（福
岡県労福協専務理事）のまとめで講座を終了し
ました。

養
成
講
座
の
様
子

男女参画推進センター
宮崎氏 岩倉氏

南部労福協
高藤会長

閉会挨拶
本村幹事

沖縄ろうきん
玉城氏

平野講師と
高校生平和大使のお二人

南部ブロック2025年度第11回
「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講座」開催！！

南部ブロック2025年度第11回
「労働運動・労働者福祉運動の理念・歴史・リーダー養成講座」開催！！
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最
近
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
「
長
期
金

利
が
上
昇
し
て
い
る
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
長

期
金
利
と
は
、
10
年
な
ど
の
長
期
間
に

わ
た
っ
て
お
金
を
貸
す
際
に
適
用
さ
れ

る
金
利
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
主
に
国

債
の
利
回
り
を
も
と
に
決
ま
っ
て
お
り
、

国
債
の
人
気
が
下
が
る
と
価
格
が
下
が

り
、
逆
に
金
利
は
上
が
る
と
い
う
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
最
近
、
長
期
金
利
が
上

昇
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
主
な
理

由
の
一
つ
は
、「
物
価
の
上
昇
（
イ
ン
フ

レ
）」
で
す
。
物
価
が
上
が
る
と
、
お
金

の
実
質
的
な
価
値
が
下
が
る
た
め
、
投

資
家
は
「
将
来
受
け
取
る
お
金
の
価
値

が
目
減
り
す
る
な
ら
、
よ
り
高
い
金
利

で
な
け
れ
ば
国
債
を
買
い
た
く
な
い
」

と
考
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
金
利
が
上

昇
す
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
要
因
は
、
日
本
銀
行
な

ど
の
金
融
政
策
の
変
化
で
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
は
経
済
を
下
支
え
す
る
た
め
に
、

金
利
を
歴
史
的
な
低
水
準
に
保
っ
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
の
物
価
上
昇
を
受
け

て
、
金
融
緩
和
の
縮
小
や
政
策
金
利
の

引
き
上
げ
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
動
き
が
長
期
金
利
に
も
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。

　

長
期
金
利
は
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
に

も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。
固
定
金

利
型
の
住
宅
ロ
ー
ン
は
、
契
約
時
の
金

利
が
完
済
ま
で
変
わ
ら
な
い
た
め
、
長

期
金
利
が
上
が
っ
て
も
返
済
額
に
は
影

響
し
ま
せ
ん
。
一
方
、
変
動
金
利
型
は

半
年
ご
と
に
金
利
が
見
直
さ
れ
る
た
め
、

今
後
の
金
利
動
向
に
よ
っ
て
は
返
済
額

が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
最

近
の
よ
う
な
金
利
上
昇
局
面
で
は
、
毎

月
の
返
済
額
が
数
千
円
か
ら
数
万
円
単

位
で
増
え
る
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
変
動
金
利
で
借
り
て
い

る
方
は
、
金
利
上
昇
時
の
返
済
額
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
家
計
に
ど
の
程

度
の
余
裕
が
あ
る
の
か
を
見
直
す
こ
と

が
重
要
で
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
固

定
金
利
へ
の
借
り
換
え
を
検
討
す
る
こ

と
も
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
住
宅
ロ
ー
ン
を
組

む
方
に
と
っ
て
も
、
金
利
タ
イ
プ
の
選

択
は
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は

低
金
利
を
背
景
に
変
動
金
利
型
が
人
気

で
し
た
が
、
金
利
上
昇
局
面
で
は
「
目

先
の
安
さ
」
だ
け
で
判
断
す
る
の
は
リ

ス
ク
が
伴
い
ま
す
。
今
後
の
金
利
動
向
、

自
身
の
収
入
や
家
計
の
安
定
性
を
踏
ま

え
た
慎
重
な
判
断
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

金
利
が
上
昇
し
て
い
る
今
こ
そ
、
住

宅
ロ
ー
ン
の
「
借
り
方
」「
返
し
方
」
を

見
直
す
絶
好
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。
将

来
の
安
心
の
た
め
に
も
、
金
利
の
動
向

と
家
計
の
バ
ラ
ン
ス
を
し
っ
か
り
見
つ

め
直
し
ま
し
ょ
う
。

連載コラム

み
ら
い
よ
わ

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー

年
金
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

小
川 

洋
一

7L A B O R  W E L F A R E  M I Y A Z A K I



まんぴつ
とりとめなく
つれづれに。■

童
心
に
帰
る
子
ど
も
食
堂

　「
子
ど
も
食
堂
」皆
様
も
一
度
は
耳
に
し
た
こ

と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
月
一
回
の
子
ど
も

食
堂
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
通
い
早
2
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
純
粋
さ
や
無
邪
気
さ
に
触
れ
る

た
び
に
、
こ
ち
ら
も
自
然
と
童
心
に
帰
る
感
覚

を
覚
え
み
ん
な
で
真
剣
に
か
る
た
を
取
っ
た
り
、

笑
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
ひ
と
時
は
、

ま
さ
に
心
の
癒
し
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
自
身
の
特
技
や
都
合
に

合
わ
せ
て
様
々
な
形
で
活
動
に
参
加
で
き
る
の

も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
私
の
行
く
所
は
、
ニ
チ

タ
チ
子
ど
も
食
堂
。
こ
こ
で
の
私
は
、
子
ど
も

達
の
話
し
相
手
、
遊
び
相
手
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
当
初
は
、
橘
通
飲
食
店
の
2
階
に
て
食
事
を

提
供
し
、
紙
芝
居
や
本
の
読
み
聞
か
せ
等
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
飲
食
店
で
働
く
外

国
人
留
学
生
に
よ
る
、
国
や
家
族
の
紹
介
、
異

文
化
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
が
…

　
今
年
か
ら
、
街
市
商
店
街
か
ら
の
誘
い
で（
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
で
、
街
に
子
ど
も
達
を
呼
ぼ

う
）、
ア
ー
ケ
イ
ド
に
子
ど
も
食
堂
の
ス
ペ
ー
ス

を
頂
き
、
お
弁
当
販
売
を
し
て
い
ま
す
。（
子
ど

も
1
0
0
円
・
大
人
5
0
0
円
）そ
の
一
角
に
遊

ぶ
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
マ
ッ
ト
を
敷
き
、
か
る

た
・
お
手
玉
・
紙
コ
ッ
プ
け
ん
玉
・
ル
ー
ビ
ッ

ク
キ
ュ
ー
ブ
・
パ
ズ
ル
等
で
、
一
緒
に
遊
ん
で

い
ま
す
。

　
か
る
た
は
大
淀
小
学
校
の
生
徒
が
作
り
、
大

淀
地
区
に
ち
な
ん
だ
絵
札
・
内
容
に
な
っ
て
お

り
、
子
ど
も
に
も
親
し
み
や
す
い
物
で
す
。

　
ま
た
、
毎
回
違
っ
た
企
画
を
し
て
お
り
、
プ

ロ
の
手
相
鑑
定
士
に
よ
る
手
相
診
断
・
も
ち
ろ

ん
無
料
。（
子
ど
も
の
み
が
対
象
）宮
崎
公
立
大

学
、
外
国
語
読
み
聞
か
せ
部
に
よ
る
絵
本
読
み

聞
か
せ
等
が
あ
り
ま
す
。

　
英
語
・
中
国
語
で
の
読
み
聞
か
せ
を
子
ど
も

と
共
に
聞
く
と
、
言
葉
は
分
か
ら
な
く
と
も
、

目
で
見
る
楽
し
さ
、
発
音
の
良
さ
と
抑
揚
あ
る

響
に
感
動
し
涙
し
た
り
笑
っ
た
り
す
る
私
が
い

ま
す
。
そ
の
瞬
間
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
、
セ
ロ
ト
ニ

ン
・
オ
キ
シ
ト
シ
ン
等
が
一
気
に
排
出
さ
れ
、

英
語
で
の
絵
本
を
終
え
た
後
は
、
私
が
絵
本
の

中
の
主
人
公
の
外
人
に
な
り
子
ど
も
達
に
問
い

か
け
て
い
る
の
で
す
。（
笑
）

　
毎
回
、
今
日
は
何
し
て
遊
ぼ
う
と
ワ
ク
ワ
ク

し
、
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
て
何
を

し
て
く
れ
る
の
か
が
楽
し
み
で
す
。

　
特
に
カ
ル
タ
遊
び
は
私
の
お
気
に
入
り
の
ひ

と
つ
で
す
。
真
剣
に
取
り
組
む
姿
を
見
る
と
こ

ち
ら
も
つ
い
真
剣
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
読

み
手
の
言
葉
に
耳
を
澄
ま
し
、
ジ
ー
っ
と
か
る

た
を
目
で
追
い
瞬
時
に
か
る
た
を
取
る
と
い
う

動
作
が
た
ま
ら
な
い
。
集
中
力
・
記
憶
力
・
反

射
神
経
を
駆
使
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
忘
れ
、
1

枚
で
も
多
く
取
ろ
う
と
し
て
い
る
私
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
ふ
と
横
か
ら
ス
タ
ッ
フ
の
方
に「
子

ど
も
相
手
に
真
剣
に
し
て
ど
う
す
る
」と
注
意
さ

れ
る
こ
と
も（
笑
）し
か
し
、
普
段
の
忙
し
い
日

常
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
純
粋
に
喜
び
を
味
わ
え

る
こ
の
時
間
が
た
ま
ら
な
い
ん
で
す
。
皆
さ
ん

も
、
一
度
童
心
に
帰
り
子
ど
も
食
堂
で
体
験
し
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み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
街
市
、
ニ
シ
タ
チ
子
ど
も
食
堂
で
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

ライフサポートセンター宮崎
事務局長

内田 佳代さん

「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内「仕事と生活の両立応援宣言」のご案内

宮崎県商工観光労働部 からのお知らせ課 策政働労用雇

　企業・事業所のトップの方に、従業員が仕事と生活の両立ができるよ
うな、「働きやすい職場づくり」への具体的な取組を宣言していただく制
度です。令和７年８月１日時点で累計1,752事業所が登録しています！

「仕事と生活の両立応援宣言」とは

●県のホームページや刊行物などで広く紹介します！
●宣言書（左見本）を額縁に入れてお渡しします！
●次世代法に基づく一般事業主行動計画の公表先として活用できます！

登録すると…

•家族の病気等、急な休みの時は他の従業員でサポートします
•子どもをもつ従業員の学校行事やPTA活動への積極的な参加を推奨します
•年次有給休暇のさらなる取得率アップを目指します　　　　など

【宣言内容の例】

宮崎県雇用労働政策課 労政福祉担当
TEL：0985－26－7106 ／ FAX：0985－32－3887
Email：koyorodoseisaku@pref.miyazaki.lg.jp

お問合せ・お申込み先

検 索宮崎県　仕事と生活の両立
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